












A Study on Effective Post-Learning in International Service Learning Program： 
Analyzing Student Learning Outcomes 
 




















いくつかの検証が行われてきたところである（山本 2010；尾崎・山本 2011；山田・尾崎 2013；




































































































を自己決定できるようにしている。結果として、2016 年度は最小 398字、最大 6486 字、平均 2529
字であったが、2017年度は最小 1927 字、最大 8078字、平均 4217 字となった。 
 
（表３）事後学習の比較 





















































まず、「活動まとめ」の内容の確認を行った。Microsoft の Word2016 の文章校正機能を用い、
文書のスタイルを「通常の文」に設定し、主に「表記のゆれ」を点検した。次に、文脈上手を加
えても問題のない範囲で修正を行い、テキストデータ化した。そして、それらデータを、テキス











セックス」は強制抽出とした。テキストデータの総抽出語数は、2016 年度は 27,425 であり、異
なり語数は 2,129 となった。一方、2017 年度では総抽出語数 57,963、異なり語数 3,751となった。 






















抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
授業 165 フィリピン 335
自分 157 考える 280
子ども 147 子ども 251
思う 145 人 236
活動 134 貧困 220
バディ 125 グローバル 207
感じる 120 教育 184
人 120 社会 178
考える 99 格差 174
フードフィーディング 71 日本 162
見る 63 自分 143
円滑 57 活動 135
多い 55 思う 134
言う 49 必要 130
フィリピン 48 生活 113
現地 43 経済 109
本当に 43 問題 109
日本 42 貢献 104
英語 38 行う 103
行く 38 国 95
子 37 行く 90
良い 37 力 87
たくさん 36 受ける 84
言葉 36 安全 80
最初 36 見る 80
行う 34 お金 79
最後 34 可能 79
家 33 英語 76
教える 33 現地 76




































円滑 .556 感じる .387 ダンプ .194
活動 .366 人 .323 サイト .194
フードフィーディング .250 子ども .316 フィリピン .186
自分 .244 思う .313 スラム .171
バディ .237 考える .258 思う .169
授業 .228 見る .246 人 .163
多い .202 バディ .237 孤児 .162
重ねる .188 本当に .233 格差 .147
進める .188 日本 .208 話す .146
最初 .180 持つ .188 他 .135
フィリピン .177 子ども .161 自分 .148
格差 .156 考える .125 考える .145
貧困 .143 安全 .095 社会 .134
グローバル .131 教育 .085 必要 .126
経済 .110 貢献 .081 グローバル .121
教育 .080 日本 .076 人 .105
セブ .077 安心 .071 思う .098
社会 .075 行う .071 力 .096
国 .072 活動 .067 英語 .084


















































                                                     




3 山本 2017を参照のこと。 


































                                                                                                                                                           
Abstract 
 
About the method of active learning with the experience learning program, I focused on the 
consciousness and relevance of the post-learning process and learning goals. In this report considers 
effective method of post-learning, by taking a service-learning program implemented in the summer 
of 2016 and 2017, statistically analyzing and comparing "final report" which is the student learning 
outcomes. 
